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はじめに






はないものの、80 年ぶりの大地震は死者 8,897 人、
負傷者 22,309 人、建物の全壊は 53 万件以上、半壊
28 万件以上の大災害となった。









PUB-MED、CiNii を 用 い て、Nepal、Disaster、














　ネパールの経済規模は、この 10 年間で約 3 倍に
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災害リスク削減国家戦略（ The National Strategy 












省（Ministry of Health and Population：MoHP）、
地方行政機関を通して、防災の意識向上を図るとと
もに、災害時に緊急救助活動を行うのは地方開発
省 Ministry of Local Development：MoLD） で、





学（4 年間の学士課程）と 3 年課程とがある。いず
れも SLC（中等教育修了資格試験）合格者が、試験
結果によって各教育機関を受験する。日本の准看護
師に相当する ANM（Assistant nurse midwife）は、
准看護助産師学校（2 年間、SLC 合格者は 1.5 年間）
で、助産、保健衛生、家族計画、栄養指導，簡単な
看護処置を学修する。看護師になるには ANM とし








（HA）・Assistant Health Worker（AHW）・ Village 
Health Worker（VHW）が従事する。したがって、
地方における災害発生時の１次対応は ANM や HA
たちの役割となる。
















る AMDA 病院医師とカトマンズからの AMDA ネ
パールの医師たちと合流して、診療活動を実施した。
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